
栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、スポーツ活動及び文化活動に伴う合宿の誘致を促進することに

より、交流人口の拡大及び地域の活性化に資することを目的として、市内で合宿を

行う団体に対し、予算の範囲内で栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金（以下

「補助金」という。）を交付するものとし、栗原市補助金等交付規則（平成１７年

栗原市規則第３９号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、補助金の交付

に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「合宿」とは、団体（同一の目的で活動し、２人以上で構

成する集団をいう。以下同じ。）が次に掲げる施設（以下「指定施設」という。）

を使用して、運動競技又は文化芸術に関する技術の向上等のための練習、訓練、鍛

練等の活動を行い、かつ、市内の宿泊施設（旅館業法（昭和２３年法律第１３８号

）第３条第１項の許可を受けた施設又は独立行政法人国立青少年教育振興機構が運

営する青少年のための研修施設で宿泊の機能を有するものをいう。以下同じ。）に

連続する２泊以上の期間宿泊することをいう。 

⑴ 栗原市公民館条例（平成１７年栗原市条例第１１０号）第２条に規定する公民

館 

⑵ 栗原市生涯学習センター条例（平成１７年栗原市条例第１１１号）第２条に規

定する生涯学習センター 

⑶ 栗原市伊豆沼交流センター条例（平成１７年栗原市条例第１１５号）第２条に

規定する栗原市伊豆沼交流センター（以下「交流センター」という。） 

⑷ 栗原市文化施設条例（平成１７年栗原市条例第１１６号）第２条に規定する文

化施設 

⑸ 栗原市体育施設条例（平成１７年栗原市条例第１２４号）第２条に規定する体

育施設 

⑹ 栗原市運動公園条例（平成１７年栗原市条例第１２５号）第２条に規定する栗

原市有賀運動公園 

（対象団体） 

第３条 補助金の交付を受けることができる者は、合宿を行う次の各号のいずれにも

該当する団体（以下「対象団体」という。）とする。 

⑴ 市外に所在する団体であること。 

⑵ 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する小学校、中学校、義務教育

学校、高等学校、特別支援学校、大学その他これらに準ずるものとして市長が認

める教育機関（以下「学校」という。）に属する児童、生徒、学生、指導者等で

構成し、かつ、スポーツ活動又は文化活動を行うことについて学校又は公共的団

体により登録、認証、認可等を受けている団体であること。 



⑶ 政治的活動、宗教的活動又は営利を目的とする活動を行う団体でないこと。 

⑷ 国、都道府県、市町村その他公共的団体から合宿の実施に対する助成を受けて

いない団体であること。 

（対象経費） 

第４条 補助金の交付の対象となる経費は、対象団体が補助金を受けようとする年度

（以下「補助年度」という。）において実施する合宿に要する経費のうち、次に掲

げる経費とする。 

⑴ 指定施設の使用に係る料金（指定施設の備品等を使用するときは、当該備品等

の使用に係る料金を含む。以下「使用料」という。） 

⑵ 対象団体に属する児童、生徒、学生、指導者に係る市内の宿泊施設の宿泊に要

する費用（児童、生徒及び学生にあっては全員分、指導者にあっては３人分まで

とし、１人につき１泊当たり４，０００円を超えるものに限る。以下「宿泊料」

という。） 

２ 対象団体が交流センターを利用する場合における前項の規定の適用については、

栗原市伊豆沼交流センター条例別表第２の１の表に掲げる利用料金をもって宿泊料

とし、同条例別表第２の１の表以外に掲げる利用料金をもって使用料とする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、市内で開催される大会等に参加するために指定施設

を使用し、又は市内の宿泊施設に宿泊する場合における当該大会等の開催日当日の

使用料及び同日の夜の宿泊料並びにその前日の夜の宿泊料については、補助金の交

付の対象としない。 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、次に掲げる額の合算額とする。 

⑴ 使用料の２分の１の額（その額に１，０００円未満の端数があるときは、これ

を切り捨てた額） 

⑵ ２，０００円に宿泊料に係る人数を乗じて得た額に、合宿に係る泊数を乗じて

得た額 

２ 前項の規定にかかわらず、補助金の額が１回の合宿につき２０万円を超えるとき

は、２０万円とする。 

（交付申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする対象団体（以下「申請団体」という。）は、

栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金交付申請書（様式第１号）に次に掲げる

書類を添えて合宿を開始する日の１４日前までに市長に申請しなければならない。 

⑴ 合宿の実施計画の詳細を確認できる書類 

⑵ その他市長が必要と認める書類 

 （交付決定） 

第７条 市長は、前条の規定による申請を受理したときは、その内容を審査の上、助

成金の交付の可否を決定し、栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金交付等決定

通知書（様式第２号）により申請団体に通知するものとする。 



（変更等の申請） 

第８条 補助金の交付の決定を受けた申請団体（以下「交付決定団体」という。）は

、前条の規定による補助金の交付の決定を受けた申請内容を変更し、又は中止しよ

うとするときは、速やかに栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金変更等承認申

請書（様式第３号）に次に掲げる書類を添えて市長に申請しなければならない。 

⑴ 合宿の計画変更等の詳細を確認できる書類 

⑵ その他市長が必要と認める書類 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査の上、承認の可

否を決定し、栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金変更等承認（不承認）通知

書（様式第４号）により、当該申請を行った交付決定団体に通知するものとする。 

（実績報告） 

第９条 交付決定団体は、補助金の交付の決定を受けて実施した合宿を終了したとき

は、合宿の最終日の翌日から起算して１４日以内又は補助年度の末日のいずれか早

い日までに、栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金実績報告書（様式第５号）

に次に掲げる書類を添えて市長に報告しなければならない。 

⑴ 合宿の実施内容の詳細を確認できる書類 

⑵ 宿泊施設が発行する宿泊証明書等の宿泊の事実を証明する書類 

⑶ 使用料及び宿泊料に係る領収書の写し 

⑷ その他市長が必要と認める書類 

（補助金の交付） 

第１０条 市長は、前条の規定による報告を受けたときは、その内容を審査の上、補

助金の額を確定し、栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金交付額確定通知書（

様式第６号）により、当該報告を行った交付決定団体に通知するものとする。 

２ 市長は、前項の規定による通知を行ったときは、速やかに補助金を交付するもの

とする。 

（交付決定の取消し） 

第１１条 市長は、交付決定団体が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

補助金の交付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。 

⑴ 偽りその他不正の手段により補助金の交付の決定を受けたとき。 

⑵ 規則又はこの要綱の規定に違反したとき。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の決定を取り消したときは、栗原市スポーツ・

文化合宿支援事業補助金交付決定取消通知書（様式第７号）により交付決定団体に

通知するものとする。 

（補助金の返還） 

第１２条 市長は、前条の規定により補助金の交付の決定を取り消したときは、交付

した補助金の全部又は一部を返還させるものとする。 

（その他） 

第１３条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、市長が



別に定める。 

附 則 

この告示は、平成２９年７月２５日から施行する。 



様式第１号（第６条関係） 

 

 

栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金交付申請書 

 

 年  月  日  

 

 栗原市長    様 

 

団体名 

所在地 

代表者名          印 

 

栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金の交付を受けたいので、下記のとおり申

請します。 

 

記 

１ 合宿の内容 

⑴ 目 的                                

⑵ 期 間    年  月  日から   年  月  日まで（ 泊 日） 

⑶ 人 数          人 

 

２ 交付申請額           円 

 （内訳） 

区分 対象経費の額 補助金の額 備考 

使用料 円 円  

宿泊料 円 円  

合 計 円 円  

 

３ 添付書類 

⑴ 合宿の実施計画の詳細を確認できる書類 

⑵ その他市長が必要と認める書類（                  ）



様式第２号（第７条関係） 

 

 

栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金交付等決定通知書 

 

第     号  

年  月  日  

 

           様 

 

栗原市長      印  

 

年  月  日付けで申請のあった栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補

助金の交付について、下記のとおり決定したので通知します。 

 

記 

 

１ 決定区分        交付 ・ 不交付 

 

２ 合宿の内容 

⑴ 目 的                                

⑵ 期 間    年  月  日から   年  月  日まで 

⑶ 人 数          人 

 

３ 交付決定額              円 

 （内訳）使用料             円 

     宿泊料             円 

 

４ 不交付の理由（不交付の決定をした場合のみ） 

 

 

 

 

（注）補助金の交付決定を受けた合宿の内容に変更（軽微な変更を除く。）が生じた

とき又は中止するときは、栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金変更等承認申

請書（様式第３号）により変更又は中止の申請を行い、市長の承認を受けること。



様式第３号（第８条関係） 

 

 

栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金変更等承認申請書 

 

年  月  日  

 

 

栗原市長 殿 

団体名 

所在地 

代表者名          印  

 

     年  月  日付け第  号により交付決定のあった栗原市スポーツ・文

化合宿支援事業補助金について、下記のとおり変更（中止）したいので申請します。 

 

記 

 

１ 変更（中止）の理由 

 

 

２ 変更内容 

区分 変更前 変更後 

対象経費の額   

補助金の額   

その他合宿内容 

  

 

３ 添付書類 

⑴ 合宿の計画変更等の詳細を確認できる書類 

⑵ その他市長が必要と認める書類（                  ） 



様式第４号（第８条関係） 

 

 

栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金変更等承認（不承認）通知書 

 

第     号  

年  月  日  

 

           殿 

栗原市長    印  

 

年  月  日付けで承認申請のあった栗原市スポーツ・文化合宿支援

事業補助金に係る変更（中止）については、下記のとおり決定したので通知します。 

 

記 

 

１ 決定の区分        承認 ・ 不承認 

 

２ 交付決定額              円 

 （内訳）使用料             円 

     宿泊料             円 

 

３ 不承認の理由（不承認の決定をした場合のみ） 

 

 

 

 

（注）承認の決定を受けた合宿の内容に再度の変更（軽微な変更を除く。）が生じた

とき又は中止するときは、栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金変更等承認申

請書（様式第３号）により変更又は中止の申請を行い、市長の承認を受けること。 



様式第５号（第９条関係） 

 

 

栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金実績報告書 

 

年  月  日  

 

栗原市長 殿 

 

団体名 

所在地 

代表者名          印  

 

 

    年  月  日付け第  号により交付決定のあった栗原市スポーツ・文

化合宿支援事業補助金に係る合宿について、下記のとおり実施したので報告します。 

 

記 

 

１ 実施内容 

⑴ 目 的                                

⑵ 期 間    年  月  日から   年  月  日まで（ 泊 日） 

⑶ 人 数          人 

 

２ 実績額           円 

 （内訳） 

区分 対象経費の額 補助金の額 備考 

使用料 円 円  

宿泊料 円 円  

合 計 円 円  

 

３ 添付書類 

⑴ 合宿の実施内容の詳細を確認できる書類 

⑵ 宿泊施設が発行する宿泊証明書等の宿泊の事実を証明する書類 

⑶ 使用料及び宿泊料に係る領収書の写し 

⑷ その他市長が必要と認める書類（                  ）



様式第６号（第１０条関係） 

 

 

栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金交付額確定通知書 

 

第     号  

年  月  日  

 

          殿 

 

栗原市長    印  

 

 

     年  月  日付けで実績報告のあった栗原市スポーツ・文化合宿支援事

業補助金について、下記のとおり補助金の額を確定したので通知します。 

 

記 

 

補助金確定額             円 



様式第７号（第１１条関係） 

 

 

栗原市スポーツ・文化合宿支援事業補助金交付決定取消通知書 

 

年  月  日  

 

         様 

 

栗原市長         印  

 

 

年  月  日付け第   号で交付決定した栗原市スポーツ・文化合

宿支援事業補助金については、下記の理由により取り消すことを決定したので通知し

ます。 

 

記 

 

取消の理由 


